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属人区長の書簡
（2013年3月）

属人区長はこの書簡でコンク
ラーベと新しい教皇様のため
に祈るように勧めています。
使徒信条の解説を続けて、主
イエスのご受難、ご死去と埋
葬について黙想し、その贖い
の御業を洞察することによっ
て、聖週間をより良く過ごす
ように励ましています。
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愛する皆さん、イエスが私の娘たち
と息子たちをお守りくださいますよ
うに！

3月1日の日付でしたためることに感
動を覚えます。ベネディクト十六世
が教皇職を辞任され、今日から教会
では使徒座空位期間が始まるので
す。2月11日、辞任決意の発表を
知ったときから、預言者の言葉がた
びたび脳裏に浮かびました。「わた
しの思いは、あなたたちの思いと異
なり、わたしの道はあなたたちの道
と異なる(･･･)。天が地を高く越えて
いるように、わたしの道は、あなた
たちの道を、わたしの思いは、あな
たたちの思いを、高く越えている」
[i]。

今、再びこのことを実感していま
す。教会を率いているのは慰め主で
あることを明白にする必要があった
かのようです。主は、信者の共同体
にご自分を表すための道具として人



間を使うことをお望みになります。
しかしいつも、主イエスが最高の牧
者として司牧者や信者の世話をなさ
います。主が、彼らの信仰を強め、
危険から守り、神の光で照らし、祖
国天国への旅路でくたびれてしまわ
ないように、ふさわしい糧をお与え
になるのです。

ですから、またすぐ心に響いたの
は、イエスが使徒たちとあらゆる時
代の弟子たちに仰せになったあの言
葉です。主は、地上から姿を消され
るときこう仰せになったのです。
「わたしはあなたがたをみなしごに
はしておかない。(･･･) わたしは父
にお願いしよう。父は別の弁護者を
遣わして、永遠にあなたたちと一緒
にいるようにしてくださる。」[ii]
主はわたしたちが孤児になることを
お望みではありません。主は御父の
右の座に御昇りになるとき、ペトロ
にご自分の舟の舵を託されました。
この絆が失われることはありませ



ん。シモンに対するキリストの約束
によって、教皇職はずっと継続され
るのですから。「わたしも言ってお
く。あなたはペトロ。わたしはこの
岩の上にわたしの教会を建てる。陰
府(よみ)の力もこれに対抗できな
い。」[iii] キリストがお間違いにな
るはずはありません。しかし、この
ニュースを聞いたばかりのときに皆
さんの兄弟たちに勧めました。全カ
トリック信者と共に、祈り続けなけ
ればなりません。神は、まもなく始
まるコンクラーベと、主がみ摂理に
よって準備しておられる新しい教皇
様のための私たちの祈りを考慮され
ます。

1958年の使徒座空位期間に創立者が
言われたことを書き写します。「再
度、今度の教皇選出について話した
いと思います。子どもたちよ、私た
ちがパパ様を愛していることは分
かっています。イエスとマリアの次
に、私たちは、どなたであっても教



皇様を心の底から本当に愛します。
ですから、これからおいでになる教
皇様を今から愛することにしましょ
う。全身全霊で教皇様に仕える決意
をしています。

祈りなさい。気晴らしにいたるまで
あなた方の全てを主にお捧げしなさ
い。これを次の教皇様のためにお捧
げしましょう。ここ数日のミサを全
て捧げたように、･･･呼吸にいたるま
でお捧げしたように。」[iv]

コンクラーベの結果を待つ間、熱心
に祈り、ベネディクト十六世の8年
に及ぶ教皇職を至聖三位一体に感謝
しましょう。その間、教導職で教会
と世界に素晴らしい教えをもたらし
てくださいました。活躍された様々
な分野に言及することはできません
が、全ての人を、信者にも未信者に
も新たな力とこの上もない明快さ
で、世の創造主であり贖い主、何よ
りも愛そのものであられる神を再認



識するように、また、人は神の似姿
として造られたがゆえに全面的に尊
重されるべき価値ある存在であるこ
とを認めるように、招かれたことだ
けを取り上げます。信仰と理性が、
反発し合うものではなく、神をよく
知り、人間をより深く理解するた
め、協力し合えることを強調されま
した。どのように神との友情を培う
ことができるかを、ご聖体に実際に
現存される神であり真の人間であら
れるイエス･キリストを礼拝する深い
意味を力説されつつ、お示しになり
ました。キリスト者の一致が渇望さ
れているのを見据えた、教会一致運
動を決然と推進されました。幾世紀
にわたる教会の伝統と教導職を忠実
に引き継ぎ、第二バチカン公会議の
方針に従った本物の教会刷新の道を
示されました。

このことと、今は話すことのできな
い他の多くのご奉仕に対して、キリ
スト者はもちろん、他の善意の人た



ちも、ベネディクト十六世に感謝す
る義務があります。この義務は、私
たちのために祈ると確約されたこと
に応えつつ、ご本人とそのご意向の
ために祈ることによってのみ果たす
ことができます。今は、教皇様を心
から愛したことを自覚し、同じよう
に愛し続けることが私たちの務めだ
と思います。ただ愛することによっ
てのみ、忠実な父親として面倒を見
てくださったことへのお返しをする
ことができます。この状況を、こう
自問するための機会として活用しま
しょう。日々、射祷 omnes cum
Petro ad Iesum per Mariam を心を
こめて唱えているでしょうか。プレ
チェスの教皇様のためのお祈りを心
を込めて細やかに唱えたでしょう
か。

この信仰年には、自発教令「信仰の
門」の勧めに沿ってクレドの項目の
理解を深めることにしましょう。他
にも日曜毎に宣言する諸真理を究め



るようお勧めします。ご託身に対す
る信仰を表明した後、主イエスのご
受難、ご死去、埋葬を思い起こすよ
う促されます。これはある場所であ
る時、実際に起こったことで、福音
書だけではなく、他の多くの情報源
のある、歴史的な出来事です。真実
であると同時に、単なる歴史的な信
憑性を凌駕する意味と効果を持つ出
来事です。救霊に関する、つまり贖
い主によって救いがもたらされた出
来事だからです。

主のご受難とご死去、ご復活は、旧
約聖書に予言されており、唯一、超
自然的な目的と意味を持っているも
のです。一介の人間によってではな
く、皆のため、私たちの罪の償いと
して十字架上のいけにえとなられた
託身されたみことば・人となられた
神の御子によってなされたことで
す。この唯一の和解のいけにえが、
ミサ聖祭を捧げる度に、秘跡的に祭
壇上で現在化されるのです。どれほ



どの信心を込めてミサ聖祭を捧げた
り、ミサにあずかったりしなければ
ならないことでしょう。

クレドを落ち着いて黙想しましょ
う。主イエス･キリストが「ポンティ
オ･ピラトのもとで苦しみを受け、十
字架につけられて死に、葬られ、陰
府(よみ)に下り、三日目に死者のう
ちから復活し」[v] と明言する「使
徒信条」は、特に四旬節にふさわし
いお祈りです。通常のミサで唱えら
れる、初期の頃の公会議での定式に
従ったより単純な信仰宣言も同じこ
とを教えています。『カトリック教
会のカテキズム』はこう教示してい
ます。「イエスの非業の死は、さま
ざまな事情が不幸に絡み合った偶然
の結果ではありません。それは神の
計画の神秘に属します。聖霊降臨の
日、聖ぺトロが初めての説教で『神
は、お定めになった計画により、あ
らかじめご存知の上で』(使徒言行録
2,23)このかたを彼らに引き渡された



と、エルサレムのユダヤ人に説明し
ているとおりです。」[vi]

これはイエスご自身仰せになったこ
とです。「わたしは命を、再び受け
るために、捨てる。それゆえ、父は
私を愛してくださる。だれもわたし
からいのちを奪い取ることはできな
い。わたしは自分でそれを捨てる。
わたしは命を捨てることもでき、そ
れを再び受けることもできる。これ
は、わたしが父から受けた掟であ
る。」[vii] こうして、「無限の愛
は、罪のもたらす奈落の底より人間
を救ってくださいました。神は人間
をお見捨てにはならなかったので
す。(･･･) キリストの全生涯は、ベ
トレヘムでの御降誕の瞬間から、父
なる神の御旨である人類の救済を成
就せんとする,燃えるような熱望で満
たされていました。弟子たちはキリ
ストと共に暮らした三年間に、私を
おつかわしになった方の御旨を果た
すことが私の食べものである(ヨハネ



4,34参照)と、キリストが絶えず繰り
返されるのを聞きました。それは御
死去の日、初めての聖金曜日まで続
いたのです。『御頭を垂れて息を引
き取られた』(ヨハネ19,30)と、キリ
ストの御死去の様子を使徒ヨハネは
記しています。イエスは人間の全て
の過ちと罪の重さにうちひしがれ、
十字架の重さに耐えかねて亡くなら
れたのです。」[viii]

主がわたしたちにお示しになった計
り知れない愛をどれほど感謝しなけ
ればならないことでしょう。愛ゆえ
に進んでご自身をいけにえとしてお
捧げになったのは、ただ全人類のた
めというだけではなく、聖パウロが 
diléxit me et trádidit seípsum pro
me [ix] わたしを愛し、わたしのため
に身を献げられた、と記しているよ
うに、わたしたち一人ひとりのため
でした。さらに、この使徒は、イエ
ス･キリストの贖い主としての溢れん
ばかりの愛を強い調子でこう記して



います。「罪と何のかかわりもない
方を、神はわたしたちのために罪と
なさいました。わたしたちはその方
によって神の義を得ることができた
のです。」[x]

これに関してベネディクト十六世は
ある謁見でこうお話しになりまし
た。「これはなんとすばらしく、ま
た驚くべき神秘でしょうか。わたし
たちはこの神秘を決して考察し尽く
すことはできません。イエスは、神
でありながら、ご自分の神としての
特権を自分だけのものにしようとは
しませんでした。イエスはご自分が
神であること、すなわちご自分の光
栄ある身分と力を、勝利の道具や、
わたしたちとは違うことのしるしと
して用いようとはしませんでした。
反対に、イエスは『自分を無にし
て』、人間の惨めさと無力なあり方
をとりました。」[xi]



『カトリック教会のカテキズム』は
教えます。「救いの計画において、
神がはからわれたことは、ただ御子
が『たしたちの罪のために死』(１コ
リント15, 3)なれるだけではなく、
『死を味わわれる』ことでした。す
なわち、御子は十字架上で息絶えた
瞬間から復活されるまでの間に、死
の状態、つまり、ご自分の霊魂と肉
体との分離の状態を体験されまし
た。」[xii] このように、イエスのご
死去について、また、聖書が「シェ
オル」あるいは「陰府(よみ)」と呼
ぶところで、未だ神にまみえること
ができず、贖いを待っていた霊魂
に、救いのよき知らせがもたらされ
たことを非常にはっきりと述べてい
ます。しかし、このキリストの「降
下」は皆に同じような効力をもたら
したのではありません。「イエスが
死者のもとに下られたのは、地獄に
落ちた者たちをそこから救い出すた
めでも、地獄を破壊するためでもな
く、ご自分に先んじた正しい人々を



解放するためでした。」[xiii] これ
は、私たちが尊重し、感謝すべき神
の正義と慈しみの表明に他なりませ
ん。

聖週間が近づいています。典礼が考
察するよう促す光景を自分に当ては
めるようにしましょう。聖ホセマリ
アは、「わたしたちへの愛ゆえに全
身傷だらけになられた主を黙想して
みましょう」[xiv]と勧めていまし
た。主のこの世における最後のご様
子をゆっくりと考察することにしま
しょう。「ご受難の悲劇において私
たち自身の生命と人類の全歴史が完
了されるのです。聖週間を単なる思
い出としてとどめるのではなく、わ
たし達のうちに生き続けておられる
イエス･キリストの奥義について考え
をめぐらさねばなりません。キリス
ト信者は『もう一人のキリスト、キ
リスト御自身』にならなければなら
ないのです。人は洗礼によって自己
の存在をつかさどる司祭となりまし



た。それは『キリストによって神に
嘉せられる霊のいけにえを捧げるた
めに』(１ペトロ2,5)、そして神の御
旨に従う精神をもって行動し、人と
なられたキリストと同じ使命を継続
するためなのです。」[xv]

すでに私たちは、聖なる過越しの三
日間の典礼に信心深く与るように準
備しています。さらに一人ひとりが
その日々をしっかりと活用するため
具体的に手段を講じることができま
す。行列や償いの習慣など多くの民
間信心と共に、忘れてはならない
「『十字架の道行』という信心業が
あります。これは、一年全体を通じ
て、十字架の神秘をわたしたちの心
に深く刻み、キリストとともに十字
架の道を歩み、こうして、わたした
ちを内的な意味でキリストに向けて
造り変える機会を与えてくれま
す。」[xvi]



四旬節の間、一人ひとり自分に役立
つやり方で十字架の道行を信心深く
実行しましょう。大切なことは、主
のご受難を愛と感謝を込めて黙想す
ることに専念することです。福音書
は、ゲッセマニでの祈りからご死去
と埋葬に到るまで、念祷の材料を十
二分に提供してくれます。また聖人
たちや霊的著作者の考察も活用する
ことができます。聖ホセマリアの勧
めを聞くことにしましょう。「わが
主、わが神、御母マリアのいつくし
み深いまなざしのもと、わたしたち
の救いの代償として歩まれた苦しみ
の道を、あなたと共に歩むつもりで
す。」[xvii] 思い切って申し上げま
す。「わが母、悲しみの聖母、土く
れでできたわたしたちが『神の子と
しての自由と光栄』のうちに過ごす
ために、御子が地上でのご生活中お
望みになったあの苦しみの時を、わ
たしたちが再び『生きる』ことので
きるよう、お助けください。」
[xviii]



そうすると、次第に心は広くなり、
イエスの栄光の復活によってもたら
される恩恵を効率的に頂くことがで
きます。そして次の教皇様の司牧職
を準備することができるでしょう。
私たちの祈りと犠牲で、ペトロの後
継者選出のためのコンクラーベで一
堂に会する枢機卿方の仕事を支える
ことにしましょう。私たちは次の教
皇様をすでに心から愛しています。
私たちにとってこれは使徒座空位期
間において神の現存を保つため非常
に大事なことです。

先日、リトアニアの首都ビルニュス
に駆け足旅行をしたことを話して終
わりにします。そこで属人区の信者
たちと他の人々との集まりを持ち、
さらに、彼の地で深い信心を集めて
いる暁の門の聖母を二度訪れて祈
り、また旅行の間も祈りました。特
に今の教会の状況のためにお願いし
ました。また、言うまでもなく、あ
なたがたのことを思いながら祈りま



した。ローマに帰ると、いつものよ
うに四旬節第一週目に年の黙想会が
始まりました。この間にも皆さん一
人ひとりのことを思い起こし、皆さ
んの内的外的必要のため、特に病気
の人たちのために祈りました。聖ヨ
セフのご保護を願いつつ、オプス・
デイの一致を愛し、守るようにしな
さい。

祈りと犠牲の一致のうちに、ベネ
ディクト十六世の祈りと犠牲に支え
られて、心からの愛を込めて祝福を
送ります。

皆さんのパドレ

†ハビエル

ローマ、2013年3月1日
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